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◇大学祭 での栄養 アセス メ ン ト ・栄養相談
[目　　 的]
　一・般市民、卒業生、大学生、 中高校生 を対象 に、健康維持 や疾病予 防へ の積極的啓発活動の
一・環 と して、京都女子大学栄養 ク リニ ック主催 で、家政学部食物栄養学科協催、 そ して全国栄
養士養成施設協会後援 の支援 をいただき11月1日(土)10:00～17:00に、京都女子大学C校
舎 ・管理 栄養士課程実習室(C301、 　C310、 　C312)で 実施 した。
　本 アセス メン トへの参加 か ら、参加者 各 自の食 ・生活習慣 のよい点 と悪 い点 に気付 かせ、望
ま しい生 活習慣 について考 え る契機 とす る。 そ して、 アセス メン トの結果 と日常 の食事や運動
習慣 な どの聞 き取 りか ら、希望者 には栄養 ク リニ ック指導教員3名 、 同指導員1名 、食物栄養
学科教 員(管 理 栄養士)2名 が栄養相談 を行 った。 また、7月 か ら開設 した栄養 ク リニ ックの
活動実 態 も公表 し、特 に高齢者 の多い東 山地区の活性化 な どに貢献 す ること、将来、病院 や社
会福祉施 設な どの管理 栄養士 を 目指す4回 生や大学院生約20名 が中心 とな り栄養 アセスメ ン ト
を実施 し、専門職 業人 と しての資質 向上 に役立て ることを 目的 と し実施 した。
[内　 　容]
栄養 アセ スメ ン トと栄養 相談の実施 内容 は下記の通 りで ある。
1.身 長 と体重 を実測 し、 体格指数BMIや 理想体重IBWを 求 めて、 各 自の体重 管理 につ い
て考え る。IBWと の乖離が大 きい方 には、運動や食事 の とり方 をア ドバ イスす る。
2.二 の腕周 り(AC)や 皮下脂肪厚(TSF)や イ ンピーダ ンスによ り、筋 肉量 や脂肪量 を
推定 し、性別、年齢別の基準値か ら栄養状態 を判定 し、一・般の方 に、わか りやす く説 明す る。
肥満者 には体重 の増加だ けで な く、体脂肪量 の増加 を伴 って いることに気 付かせ、生 活習慣
病の危険性 につ いて説明す る。一方、痩せ の女性 で も体脂肪が多 い 「か くれ肥満」 がい るの
で、誤 ったダイエ ッ トの危険性 を説 明 し、正 しい食事 の取 り方 と運動の重要性を説 明す る。
3.自 動血圧計 を使用 して、拡張期血圧 と収縮期血圧 を測定 し、 その測定結 果か ら至適血圧、
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正常血圧、 正常高値、高一血圧(軽 症、 中等 症、重症)、 収縮期高血圧 な どの判定基準 を示 し
なが ら現状 の数値 を説明す る。血圧 は 日内変動が大 き く個人 の生活パ ター ンによるため、当
　日の結果 か らだけでは断定 はで きないが、高血圧 の領域 に相 当す る方 には、減塩や体 重管理
のための食事 や運動 の必要性 を説 明す る。
4.握 力計、 スパ イ ロメロ ター(肺 活量)や エア ロバ イ ク(運 動強度)に よる体力測定を行い、
性別、年齢別 の基準値 を用 いてわか りやす く説 明す る。
5.骨 密度 の測定 は毎年 この測定 だけを 目当てに訪 れ る方
　も多 い。裸足 で超音波 を当て、足 の踵 の骨密度 を測定 す
る。機器 のアル コール消毒、測定 に時間を要す るので、
本学 の機器1台 と業者 よ り2台 借用 して実施 した。測定
　中に 日常 の運動習慣 に関す る簡単 な質 問を行 い、判定結
果 を0人0人 わか りやす く行 うことに留意 す る。
6.多 周波 イ ンピー ダンス法 を原理 とす るによる精度 の高
い専 門機 器で あるInBodyを 使用 して体重 に 占め る体脂
肪量 や筋 肉量 な どの割合 を求 め る。特 に、体脂肪率 が基
準値 よ り高 く、栄養相談 を希望 され る方 には、 その背景
因子 を探 り、生活習慣 の改善 目標 を見つ けて支援す る。
7.特 に、平 成20年7月 か らオー プ ンした栄養 ク
　リニ ックの開設 目的 と地域住民 の子育てか ら高
齢者 までの食生活の支援、生活習慣病対策講座 ・
料理教室、季節の食卓を演出するフー ドコーデ ィ
ネー ト、病院や介護福祉施設の管理栄養 士 な ど
を対象 とす る研究会、卒業生を対象 とす る生涯
学習、附属小学校 のラ ンチ提供 と食育 な どの活
動事例 をパ ネル媒体で紹介す る と共 に、今後 の
行事案 内を行 う。栄養 ク リニ ック指導教員 と指
導員 によ り貧血、拒食症、 メタボ リック シン ドローム、糖尿病対策な どの生活習慣病 の栄養
相談 を 目的 に訪 れる方 もあるので、個 々の問題解決 のための情報提供や支援 を行な う。
[成　 　果]
　参加者 は男性179名 、女性329名 、合 計508名 、10歳 代 か ら80歳 代の参加者 があ り、20歳 代が
51%を 占あた。参加者 の多 くか ら、 自分 の栄養状態 や体力 を知 ることができたので、来 た甲斐
があ ったな どと声 を掛 けていただき、 その成 果があ った ことを実感 した。卒業生 の中には栄養
アセスメ ン トとは何 かが知 りたか ったので、 体験で きて よか った との声 もあ った。 日頃か ら自
転車 や ランニ ングに よる運動 を習慣化 してい る20歳 代男子で は、 筋肉 トレーニ ングの効果が筋
肉率 や体脂肪率 な どの客観 的デー タで説 明 して もらえ るので満足 されていた。女子 高校生 の参
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加 も多 く、大半 はダイエ ッ トの相談 であ り、拒食症 の相談 もあ った。高齢者や 中高年 は特 に骨
密度 を測 りたい希望 が多 く、20～30分 の待 ち時 間があ ったに もかかわ らず、測定値 の説明 を聞
けてよか った との感想 が多 か った。高齢者 では 「今 の食生活 の問題 が知 りたい」、 「一度栄養相
談 を体験 してみたか った」、「骨密度 が骨折 の危 険領域 に入 ってい るとは予想 してなか ったので
教 えて くれて よか った」 との感想が多 か った。骨粗懸症 や高血圧対策 の相談 が多 く、来年 も実
施 して下 さいな どの要望 があ った。 また、今年 は握力 や肺活量 の測定者 も予想以上 に多 く、客
観 的に 自分 の体力 や健康状 態を知 ることができ、 各 自の生 活習慣を見直 す契機 とな ったよ うだ。
　本年度参加者 には、 昨年 度参加者 の骨 密度測定 の結 果を性 別、年代別 に分 けてデータ解析 を
行 った結果 を掲示 で示 した。男子 よ りも女性 での骨 減少 の割合 が顕著で、加齢 に従 って、 明 ら
かに骨 粗懸 症の リスクが増加 して いるな どの結 果を示 し、市 民への骨粗懸症予 防の啓発活動 を
行 うことがで きた。
　 参加者 の年齢 が幅広 く、 基準値等 の説 明 も大変 で あ ったが、1日 で508名 を何 とか不満 が出
ない よ うに して終了で きた。 この企画 は一般 が求めて いる もので あった ことを確信 できた。栄
養 相談 の内容 は様 々であ ったが、健康 のために痩せ たいダイエ ッ ト相談が主 流で あった。 中高
年 で は高血圧、脂質異常症、 メタボ リックシ ン ドロームな どの生活習慣病の相談 があ った。 ま
た、学生や単身者 の食生活 の乱 れを意識 しての相談 もか な り多 く、個 々の生活 スタイルの中で
具体的 な解決方法 を求 める内容 であ った。外食、 コンビニ の上手 な利用方法、簡 単 ク ッキ ング、
間食や アル コール のエネル ギーな どにつ いて説明 し、 まず、 できそ うな課題 を一 つ決めて もら
い、 その解決方法 を支援 した。
　 本年度 も全 国栄養士養成施設協会 か らの援助金や大学 か らの支援金 を当て ることで、測定 に
必要 な消耗 品や本事業 にかかわ る4回 生 アルバ イターや大学 院生約20名 を当てるこ とがで き、
また、本年度 か ら本学栄養 ク リニ ックスタ ッフ5名 の参加 があ ったので、 スムースに終了す る
ことがで きた。次年度以 降 も継続事業 と し、 この身体計測 の結果 を公表 し、市民 の健康推進 の
ための啓発活動 に生 か した い。
　 このアセスメ ン ト事業 に、管理栄養士 と して就職 を 目指 してい る4回 生 や大学院生が多 く参
加 で き、 アセス メ ン トの体 験 と参加者 との コ ミュニケー シ ョンカ を体験 す ることができたのは
大 きな収穫 であ った。 この参加企 画 は3年 目に入 り、 利用者数 もほぼ500名 と安定 し、10代 か
ら80代 と幅広 く、地 域の住民 の利用者 が増加 して きて、本学科の恒例 の健康広報活動 のひ とつ
と して特 徴づ けることがで きるよ うにな った。本企 画 は地域 に開かれた大学 と しての役割 を果
たすだ けでな く、本学科 の教育 の特徴や研究成果 を具体的 に示す広報活動 や管理栄養士 と して
の実践力 の向上の場 と して も重要 な事業で あ り、 今後 も引 き続 き実施 してい く予定 であ る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(木戸)
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